
神
奈
川
・
小
町

一
丁
目

一
〇
七
番
地
点
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
小
町

一
丁
目

一
〇
七
番

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
ど
二
月
を
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
小
町

一
丁
目

一
〇
七
番
地
点
遺
跡
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
手
塚
直
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
中
世
都
市

（町
屋
跡
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
期
ぞ

一
五
世
紀
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
町

一
丁
目

一
〇
七
番
地
点
遺
跡
は
、
鎌
倉
市
衝
地
の
中
心
、
鎌
倉
駅
東
方

約
五
Ｏ
ｍ
、
小
町
通
り
入
口
付
近
と
横
須
賀
線
の
線
路
と
の
間
に
位
置
す
る
。

本
調
査
は
、
ビ
ル
建
設
に
と
も

な
う
事
前
調
査
と
し
て
、
調
査

団
を
組
織
し
、
発
掘
調
査
を
行

っ
た
。
調
査
面
積
は
八
〇
〇
ポ
。

調
査
に
よ
り
、
三
期
に
わ
た
る

地
業
面

（生
活
面
）
を
確
認
し
た
。

黙

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
方
形
竪

は

穴

。
掘
立
柱
建
物
、
全
面
に
わ

た
る
土
羨

・
濤

・
井
戸
な
ど
で

あ
る
。
四
点
の
木
簡

（呪
符
）
の
う
ち
二
点
は
、
井
戸
か
ら
出
上
し
た
。
本
遺
跡

は
、
中
世
都
市
と
い
う
場
所
が
ら
か
ら
、
多
量
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
素
焼
皿

（か
わ
ら
け
）
ｏ
陶
磁
器
類
の
他
、
骨
製
品

。
自
然
遺
物

（貝
）
。
人
骨
、
多
種
多

様
の
木
製
品

。
漆
器
等
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
、
木
製
の
ミ
ニ

チ
ェ
ア
製
品
（鋤
・
矢
・
硯
・
刀
）
、
陽
物

ｏ
人
形

。
船
形

・
刻
み
入
り
獣
骨
な
ど

で
、
呪
術
関
係
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
が
出
上
し
、
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

勉
急
々
如
律
令
九
々
八
十

一」

烈
「

」
］
点
∞
×
］
∞
×
釦
　
Φ
枷
ド

一咄
吹
曜
叩
　
娩
力〕

②
一
　

「
日
日
――
凹
［
幕
審
担
争
心
々
加
増
年
命
　
き
た
」
　
　
　
岸舘
×
ミ
×
∞
３
】

０
　
。
「
＜
火
火
火
鬼
鬼
鬼

火
火
火
鬼
鬼
鬼
急
々
如
律
令

火
火
火
鬼
鬼
鬼
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
　
み
な
ミ
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
Φ聟
ふ冤
∞
ｏ串

(1)
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1987年出上の木筒

14)

` 1  1¬

細
編
赫
赫
協
鰯
儡
儡
昇
女日
律
令

ω
Ｏ
∞
Ｘ

伽
卜
×

ω
　

Φ
∽
ド

ω
は
覆
土
、
②
⑨
は
井
戸
、
④
は
土
疲
か
ら
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
呪
符
が
出

上
し
て
い
る
第
二
面
は
、　
三
二
世
紀
末
を

一
四
世
紀
初
め
と
考
え
ら
れ
る
。
四

本
の
呪
符
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
の

「き
た
」
、
①
の

「
み
な
ミ
」
は
表
記
箇
所
は
異

っ
て
い
る

（表
・
裏
）

が
、
方
位
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
教
授
の
水
野
正
好
氏
、
鶴
見
大
学
教

授
の
大
三
輪
龍
彦
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（手
琢
直
樹
・
田
畑
佐
和
子
）

一　一




